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精嚢腺における乳酸脱水素酵素の組織化学的研究
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HISTQCHEMICAL STUDY ON LACTIC DEHYDROGENASE

         OF THE SEMINAL VESICLES・

Akira TATsuMi

From the DePartment ・of Urology， Ko’be University Medical School

      （Chairman：Prof． 」． lshigami， M． D．）

  Histoch．emical changes of lactic dehydrogenase activity according to aging．wete stuqied on the

seminal vesicles of guinea pigs．

  The effect 6n lactic dehydr6genase activity of androgen injections， estrogen injections， castra－

tion， castration fpllowed by androgen injections， and castraVion followed Py estrogen injectio4s

were studied in the seminal vesicles oi imrnature and mature guinea pigs． ．

  The relation between lactic dehydrogenase activity of the seminal yesicle and size ．．of the

testgs was studigd in some・ pf，the h．uman． materials．

  Acid and qlkaline phosphat4se gf the semina！ vesic．les of guinea pig．and man were sV．ained，

and the distribution of lactic dehydrogenase was compared with・ those．of acid and a！kaline phos－

phatase．

  The results are summarized as follows．

  1） Positive correlation was found between iactic dehydrogenase activity ’of the seminal

vesicle epithelium and androgen activity’ in guinea pig．

  2） Positive correlation was fdund between size of testis and lactic dehydrogenase of the

human seminal vesicle epithelium．

  3） On estrogen administration， lactic dehydrogenase of the seminal vesicles was markedly

decreased in guinea pig． ・

  4） The distributio，n of lactic dehydrogenase in the human seminal vesicle was similar to

that of guinea pig， but the distribution of acid and alkaline phosphatase in the former differed

from those of the latter．

緒 ．言

 精嚢腺の生理作用としては，精液の貯留作

用．，分泌作用，吸収作用，性衝動の惹起作用な

どがとなえられているが，いずれも．じゅうぶん

に解明されたわけではない．一方，精嚢腺は

an drogen activityの変化に伴い，きわあて敏

＊大学院学生

感に反応して，重量，形態，吸収作用，分泌作

用などに変化をきたすことが知られている．ま

た，精嚢腺のandrogenに対するtarget organ

としての作用を酵素学的検索たよ．って解明せん

とする試みも行なわれている．しかし，かかる

androgenによる影響が精嚢腺の生理作用にい

かなる意、義をもつものかについてはなお明らか

でない．一方，精嚢腺の生理作用解明のひとつ

の方法として，その組織酵素学的検索．が考えら
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れる．しかし，今日までその組織学的所見につ

いては，アルカリフォスファターゼ， （以下

A2Pと略す）9・14・34・go｝酸性フォスファターゼ，、

（以下AcPと略す）14・go｝コハク酸脱水素酵素，．

（以下SDHと略す）127）について若干の報告を

見るに過ぎない．

 さて，精液中のある種の酵素活性は精液の状

態を判定するひとつの指標であり，精子活動に

重要な役割をしているとされている．そのうち

乳酸脱水素酵素（以下LDHと略す）は精子活

動のおもなニネルギP・源であるフルクトースの

解糖に働く重要な酵素ときれ81｝，精液中のLDH

は精子数およびandrogen activityの変化に伴

ってその活性に変動がある45・51）ことが知られて

いるが，精液中のLDHを分泌する臓器と考え

られる副性器，とぐに精嚢腺そのもののLDH

についてはほとんど知られていない．

 著者はモルモヅトを用いて，加令に伴う精嚢

腺のLDH活性の変動を組織学的に検索し，ま

た，未熟，成熟の2群にわかち，それぞれにつ

いて精嚢腺のLDH活性の各種ホルモン剤投与

による影響，去勢による影響，去勢後の各種ホ

ルモン剤投与による影響などを検索した．ま

た，若干名のヒトにおいて，年令および睾丸の

大きさと精嚢腺のLDH活性の組織学的所見と

を比較観察した．また，モルモットおよびヒト

の精嚢腺におけるA婬およびAcPの組織学

的検索を行ない，LDHの組織所見と比較検討

を行なったので，その成績を報告する．

実 験 方 法

 1）実験動物および材料．．

 モルモットを使用して，まず，加令による精嚢腺

のLD宜活性の変動を検索するために，生下時のもの

（609）から生後4カ月以上（7559）のものまで生後

の日数別にあらゆる段階のものを実験に供し，その結

果よりまだ未熟と見なされる生後約1カ月（約2009）

のものと，完全に成熟していると見なされる生後約3

カ月 （約5009）のも．のを選び，．前者を未熟動物，後

者を成熟動物として，．以後の実験に用いた．

 飼育は原則として，オリエンタル固形飼料，自由飲

水，定温定湿の条件下で行なったが，未熟モルモット

の除睾術後は数日間キャベツを併用して与えた．

 除睾術はエーテル麻酔下で行ない，術後4日間，ク
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ロラムフェニコール（約0．1mg／9）を1日1回，背部

筋に筋注した．

 使用したandrogenはtestosterone propionateの

水溶性懸濁液（二三）（以下TPと略す）であり，

estrogenはestradiol benzoateめ水溶性懸濁液（帝

臓）（以下EBと略す）．で，1日1回，1mgを背部筋

に筋注した．

 2）染色方法

 実験動物は屠殺後，精嚢腺を摘出し，重量測定後，

直ちに次の操作にしたが6てLDHの組織染色を行な

った．

 （1） 次の溶液（面高）で1時間固定115）

（鵜縄蝋i叢
 （2） 次の溶液（氷面）で洗浄

  0．1％カコジル酸ナトリウム緩衝液 （          （pH 7．4）・・・・・・・・・・・・・・・・・・…50cc

  サッカロース・……・………・……………・・…・89

 （3） 凍結切片作成（8μ）

 （4）次の基質液に室温で15分間浸漬97＞

  0．5MDL乳酸ナトリウム溶液…………0．6cc

〔…嚇1雌鑑lllli養

 （5）生食にて洗浄

 （6） グリセリンで封入

 上記のごとく固定にはSabatiniらlt5）のサッカロー

スを含むアルデハイド系緩衝固定液を用い，基質液は

Nachlasら97）のものを用いて良好な染色結果を得た．

染色原理はDPNがLDH活性によって還元状態の

DPNHとなり，さらにDPNHはNitro BTに水素

原子を結合させて非水溶性のformazanを形成する

反応である．Nachlasらはこの染色方法によってLDH

の活性度は4＋～1＋まで判定できるとしており，著

者もNachlasと同様に活性の強いものから弱いもの

までを（冊）～（＋）と4段階とし，活性のないものを

（一）として判定した．

 また，比較検討のためにヒトおよび成熟モルモット

の精嚢腺においてAEPおよびAcPの組織染色を行

なった．染色法は上記のLDH染色の（4）の操作にお

いて次の基質液を用い，37℃で3時間浸漬したほか

はLDH染色と同様の操作で行なった．

 A2P染色に用いた基質ta．ls・19・103｝
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naphtol AS－MX ・・・・・・・・・・・・…一・・・・・・…一・… 4 rng

N，N－dimethylformamide一一・・・・・・・…一・・…O．25cc

蒸留水……………・…・一……………・・…・25cc

Q．2M トリス緩衝液（pH 9．0）………… 25cc

fast blue RR・・…ny…一一・・・・・・・・・…一・・・・・…一・一・ 35 mg

10％塩化マンガン溶液・・……・………・・…・2滴

AcP染色に用いた基質液17・lo3）

naphtol AS－MX ・一一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 4 mg

N；N－dimethylformamide…一tt・・・・・・・・・…O．25cc

蒸留水……………………・…………・・…．… 25cc

O．2M燐酸塩緩衝液（pH 5．0）・・…・…… 25cc

fast blue RR・・・・…一・・・・・・…一…一・・・…一・・・・… 35 mg

AEPおよびAcP．の染色原理は，フォスファター

ゼによって基質のcalcium一β一phenylphosphateから

pheno1が逝i離され，この・phenolがdiasonium塩

（fast blue RR）をアゾ色素に変えて可視的にする反

応である．

実駿成績
 1）加令による精嚢腺のLDH活性の変動

 一下時のものから生後4ヵ月以上のものまで，生後

の日数別に精嚢腺のLDH活性および睾丸，精嚢腺の

大きさを検索した結果はTable 1のごとくであり，

精嚢腺上皮のLDH活性および精嚢腺重量の変化をグ

ラフに表わしたものはFig．1である．

 精嚢腺のLDH活性は上皮細胞に強い活性が見ら

Table 1 加令による精嚢腺のLDH活性の変動

No． 年  三 体． 重 睾丸の大きさ
精嚢腺の大きさ 精嚢腺のLDH活性

重  ：量 長さ×太さ 上  皮

No． 20 o 60 g O．4XO．4cmi 32mg 2．1×O．ICM （H一）

筋  層

（＋）

No． 56 半  月 150 O．4XO．5 49 2．5XO． 1 （什） （＋）

No． 22

No． 5 1ヵ月
200

240

O．5XO．6

0．8XO．9

75

76

2．6XO．1

2．6XO．1

（丹）

（升）

（＋）

（＋）

No． 16

No． 11
1ヵ月半

290

295

1．2＞く1．4

0．9×1．2

250

208

4．8XO．3

4．5XO．3

（柵）

（帯）

（＋）

（＋）

No． 6

No． 9 2カ月
390

420
1．OXL2
1．0×1．1

604

761

5．5XO．4

5．1XO．3

（冊）

（冊）

（＋）

（＋）

No． 8

No． 33 3カ月
505

520

1．2 〉〈 1．5

1．3XL5

！231

1387

6．2XO．5

7．5×O．5．

（冊）

（柵）

（＋）

．（＋）

No．32

mo．47
4ヵ月以上

720

V55

1．3×1，8

D1．3×1．8

3309

R437

lO．3×Q．6

X．3×O．6

（冊）

i器）

（＋）’

i＋）

精  ‘珊）

lli鑓

精3000
嚢  ”79

墾

量 2000
  nフ9

／ooo

m9

      ノヵ月   2ヵ月   3ヵ月   4ヵ月以上

Fig．1加令による精嚢腺上皮のLDH活性およ
 び精嚢腺重量：の変動 ．

れ，その活性の増加はほぼ睾丸の大ぎさの増加に比例

している．すなわち，モルモットの思春期と思われる

生後1～2カ月の間に急速に精嚢腺上皮のLDH活性

の増加が見られる．しかし，筋層は比較的に活性が弱

く，成熟に達してもほとんど活性の増加が認められな

い（Photo．1，2）．

 一方，精嚢腺重量は上皮のLDH活性がすでに最高

に達した3カ月以後でも増加し続ける．

 2）未熟モルモットのTPおよ．びEBによる影響

 加令嗣のLDH活性の検索結果より，まだLDH活

性の増加が認められなかった生後約1カ月（約2009）

のものを未熟モルモットとして選び，TPおよびEB

を1日1回，1mgを背部筋肉内に1週間および2週

間筋注を行ない，精嚢腺重量および精嚢腺のLDH活
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Table 2未熟モルモットのTPおよびEBによる影響

No．

No． 22

No． 5

No． 42

No． 43

No． so

No． 78

No．，44

No． 45

No． sl

No． s3

投与量×日数

投 与 前

TP！mg×1週間

TP lmg×2週間

体  重

200 g

240

245

185

330

290

EB lmg×1週間
220

250

EBユmg x 2週間
320

300

精嚢腺の大きさ

重  量

75mg
76

644

739

2065

511

3ユ9

149

長さ×太さ

2．6×O．1cm

2．6XO．1

4．7XO．5

6．3XO．5

6．5XO．5

5．2XO．3

4．4XO．3

3．5XO．3

精嚢腺のLDH活性

576

288

上  皮

（升）

、（升）

 （冊）

（柵）or（帯）

 （tflf）

（冊）or（冊）

（廿）or（＋）

 （升）

4．5×O．3

4．6XO．2

（廿）

（＋）

筋  層

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

精  （冊）

亀・柵・

ト

醍（坦
 性（＋〕

精
糞 ！ooo

墾 mg．
量．

髄一一『 ｩ一一一噛一一一一一一一㌧＿o

アP投与群

         一一一一一E「βiQ与群

        ，一甲一・
一一．，一一

Pー一一一一一一一

          ノ週      2週

Fig．2 未熟モルモットのTPおよびEBによ
 る影響

性を検索した（Table 2， Fig．2）．

 未熟モルモットにTP筋注を行なったものでは非

投与群（Table 1， Fig．1参照）に比べて精嚢腺重量

の著明な増加およびPhgto’3のごとく著明な上皮細

胞のLDH活性の増加が認められたが，．筋層において

はほとんどLDH活性の変化が認められなかった．

EB筋注を行なったものは，投与前に比べて精嚢腺上

皮のLDH活性の低下がみられた（Photo・4），

  3）成熟モルモットのTPおよびEBによる影響

 未熟モルモットで行なったのと同様の方法により，

加令による精嚢腺のLDH活性の検索結果から生後約

3カ月（5009前後）のものを成熟モルモットとして選

び，TPおよびEBを1日1回，1mgを背部筋肉に

1週間および2週間筋注して，精嚢腺の重量とLDH

．活性を検雫した（Table 3・Fig・3）・

 成熟モルモットのTP注射群では精嚢腺重量の増加

が認められ，細胞学的には上皮細胞の肥大が認められ

Table 3成熟モルモットのTPおよびEBによる影響

No．

No． s

No． 33

No． 52

No． 53

No． 60

No． 61

N6． s4

No． s5

No． 62

No． 63

投与量×日数

投 与 前

TP lmg×1週聞

TP lmg×2週間

EB lmg×！週間

EB lmg×2週間

体  重
精嚢腺の大きさ

sos g

520

重  量

1231mg

1387

570

570

エ210

1143

570

720

’640

530

480

510

1645

1867

1067

12工5

565

875

長さ×太さ

6．2×O． 5cm

7．5XO．5

5．8XO．5

6．3XO．5

5．2XO．5

5．2XO．3

4．4XO．3

3．，5XO．3

4．5XO．3

4．6XO．2

精嚢腺のLDH活性

上  皮

（冊）

（冊）

（冊）．

（冊）

（冊）

（冊）

（帯）

（柵）

（廿）

（什）

筋  層

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）・

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）
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猜  喧珊｝

Sb［”’F ”一一’一’一’“一一一．

‘蝋：    ”
 2000
精  mg
嚢
ig iaq．．qF”K”tt”＝’＝：；：［一 ” ’一”

量 mg          ℃＿TP投与群
          1週 、ガfβ投与群

Fig．3成熟モルモットのTPおよびEBによ
 る影響

るが，LDH活性は非投与群との間に有意の差は認め

られなかった（Photo．1，5）． EB注射群では重量の

器講誘欝謹認騨びLDH
 4）未熟モルモットの去勢による影響

 未熟モルモットに除睾術を行ない，精嚢腺重量およ

び精嚢腺のLDH活性の変化を術後3カ月まで観察し

たものはTable 4， Fig．4のごとくである．精嚢腺の

重量およびLDH活性は除睾術議すなわち生後約1カ

月の状態とほとんど変わらず，加西に伴う精嚢腺上皮

Table 4未熟モルモットの除睾術による影響

No．

No． 42

No． 5

No． 66

No． 86

No． 87

No． 96

No． 99

除睾術よりの日数

除 睾 術 前

1 週 間

体  重
精嚢腺の大きさ

重  量

200 g

240

75mg
76

長さ×太さ

2．6×O．1cm

2．6XO．1

精嚢腺のLDH活性

上  皮  筋  層

190

（卦）

（昔）

（＋）

（＋）

2 週 間
230

250

・58
2．7xO．1 ［（一）or（＋）

（＋）

51

67

3 週 同

月

270

1 カ

68

310 74

2．7×O．

2．8XO．

2．7×O．／

3．OxO．／

（升）

（升）

（＋）

（＋）

（1十）or（＋） （＋）

（升） （＋）

No． 68 2 カ 月 410 96 2．8XO．1 （廿） （＋）

No．91

mQ．94

          1

R  ヵ  月
460

T15

96

V3

3．2×0．1

Q．6xO．1

（什）．

i什）

（＋）

i＋）

精  （itff）

鵜㈱
離：

  500
精  〆η9

糞

蟹

量

       ／ヵ月    2カ月    3カ月

Fig．4 未熟モルモットの除衆術による影響

のLDH活性の増加（Tableユ， Fig．1参照）は見ら

れない．

 5）去勢未熟モルモットのTPおよびEBによる

影響

 未熟モルモヅトに除睾術を行ない，TPおよびEB

を1日1回，1mg，1週間および2週間連注した結果

はTable 5， Fig．5のごとくである．除睾術のみの

対照群．（Table 4， Fig．4参照）では術前の状態とほと

んど変わらなかったのであるが，TP筋注により精嚢

腺重量の増加と精嚢腺のLDH活性の増加が認められ

た．EB筋注ではやや精嚢腺重量の増加が認められた

が，精嚢腺上皮のLDH活性は対照群（Table 4， Fig．

4）に比べて低下した（Photo．12），

 6）成熟モルモヅトの去勢による影響

 成熟モルモットに除睾術を行ない，術後3ヵ月まで

経過を追ったものはTable 6， Fig．、6のごとくであ

る．精嚢腺は除睾術後の日数に伴い重量の減少が見ら

れ，LDHの組織検索では腺上皮の萎縮とともにLDH

活性の低下が見られた（Photo．7，8）．

 7）去勢成熟モルモヅトのTPおよびEBによる

影響

 成熟モルモットに除睾術を行ない，術後3週間後の

ものにTPおよびEBを1日1回， J mg，背部筋に

筋注した結果はTable 7， Fig．7のごとくである，

TP筋注によって精嚢腺重量の著明な増加および除睾

術により低下した精嚢腺上皮のLDH活性（Table 6，
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Table 5去勢未熟モルモットのTPおよびEBによる影響
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No．

No． 42

No． s．

No． 70

No． 71

No． 81

No． s2

No． 48

No． 49

No． 76

投与量×日数

投 与 前

TP lmg×ユ週間

TP lmg×2週間

EB lm9×1週間

EB lmg×2週間

体  重

200 g

240

！95

190

240

260

ユ80

190

260

精嚢腺の大きさ

重  量

75mg
76

149

199

493

566

83

ユ25

！50

長さ・×太さ

2．6XO． lcm

2．6×O．1

2．8XO．2

3．7XO．2

4．9XO．3

5．6XO．3

3．5×O．1

2．7XO．2

2．8XO．2

精嚢腺のLDH活性

上  皮

（ff）

（卦）

（帯）

（柵）

（冊）

（冊）

（卦）

（＋）

（＋）

筋  層

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

Table 6成熟モルモットの除睾術による影響

精嚢腺の大きさ 精嚢腺のLDH活性
No． 除睾術よりの日数 体  重

十一 長さx太さ 上  皮 1筋層
No． 8

No． 33 除睾 術 前
sos g

520

1231mg

1387

6．2×O．5cm

7．5XO．5

（柵）

（冊）

（＋）

（＋）

No． 64

No． 65
1 ．週

間
500

520

1496

1109

7．3XO．4

8．IXO．4

（惜）

（什）

（＋）

（＋）

No． 88

No． 89
2 週 間

500

445

738

1488

7．3×O．4

8．7XO．4

（惜）

（粁）

（＋）

（＋）

No． s7

No． 58
3 週 間

550

570

526

485

6．OXO．3

7．7XO．2

（帯）

（帯）

（＋）

（＋）

No． 69 1 カ 月 585 350 7．1XO．2 （帯） （＋）

No． go

No． 95
2 カ 月

63，5

585

No． 92

No． 93
3 カ 月．

580

550

810’

702

5．8XO．3

7．2XO．3

（H）

（柵）

（＋）

（＋）

434

370

6．9XO．2

4．8XO．3

（粁）

（耕）

（＋）

．（＋）

猜  〔冊）

護』㈱
壽鮭：草；

  500i

装 mg
雀

 『鴨層一『『一一鴨一一一一一一一・一．．．．噂

             一7ア投美｝群
             一一一一一Eβ投与群

          ノ週 ．1   2過

’Fig．5去勢未熟モルモ少トのTPおよびEBに

 よる影響

精  ㈹）●

鵜・辮・

嬬；

  2000
構  neg
讃

一士
        ／ヵ月．．2ヵ月 5ti，’ n

Fig．6 成熟モルモットの除睾術による影響
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T・b1・7趨縣ラ！馳蟻L購睾罐二二㊧llrR．およびEBによ碑響

No．

No． s7

No． s8

No． 72

No． 73

No． 79

．No． so

No．・’ 74

No． 75

No． sO

No． s5

投与：量×日数

投  与  前

TP lmg×1週間

TP lmg×2週間

EB lmg×1週間

EB lmg×2週間

体  重
精洋藍の大きさ

重． 量

sso g

570

526mg

485

575

560

625

575

570

570

550

’565

1460

1454

2421

1984

655

590

551

718

長さ×太さ’

6．o×O．3cm

7．7XO．2

．フ．4×0，4

6．OXO．4

9．2XO．5

9． 1．XO．5

7．4XO．3

7．OXQ．3

5．3XO．3

7．3xO．3

精嚢腺のLDH活性

上  皮

．（柵）

（llI）

（冊）

（甜）

（冊）

（紐）

（冊）

（帯）

 （帯）

（枡）or（朴）

筋  層

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

Fig．6参照）の回復が認められた（Photo．ユ0）． EB

を筋注したものでは精嚢腺重量においては対照群

（Table 6， Fig，6参照）と比べてほとんど変化を認

めないが，LDHの組織検索では腺上皮のLDH活性

の低下を認めた（Photo．9）．

 8）ヒトにおける精嚢腺のLDH活性

 ヒト3名における精嚢腺のLDHの組織検索の結果

はTable 8に示すごとくである．3名ともに。膀胱癌

患者で，膀胱全摘除術と同時に摘除した精嚢腺を使用

した，． ｸ嚢腺と癌浸潤のおよんでいないことをまず肉

精  ㈹D
／glpz． igilctf：r：f’一r一一一一一一一一一一一・

 2voo r一
精  ！ng

                   7ρ投与君羊嚢
聲、。。。                一一一一一EB投一与群
量  ！η9
    ＿＿＿二＿＿＿一」一一∴一e『一一一冒冒『一一一一■一●

         ノ週   ．  2週

Fig．7 去勢成熟モルモット（除窒術後3週間）

 のTPおよびEBによる影響

Table 8 ヒトにおける精嚢腺のLDH活性

氏 名 年 令 体  重

M・・…才155・・kg

睾丸の大きさ

1．6×2．6cm

T． o． 1， 63
66．5 2．0×3．6

S一． H． ［ 47 73．0 2．3×4．0

精嚢腺の大きさ

重  量：

4．og

5．8

7．1

長さ×太さ

3．0×1．9cm

4．3×2．0

4．5×2．0

精嚢腺のLDH活性

上  学

研）

（升）or（帯）

筋  層

（＋）

（＋）

（冊） （＋）

眼的に確かめてから，直ちにモルモットで行なったの

と同様の操作にしたがって組織染色を行なった．ま

た，ホルマリン固定によ．るHE染色も併用したが，3

名ともに精嚢腺への癌浸潤は認められてい．ﾈい．

 精嚢腺のLDH活性の組織所見はPhoto・．13，14の

ごとくで，腺上皮に強い活性が見られ，筋層は活性が

低く，モルモットのLDHの組織所見と非常に類似し

てい．る，また，70才で睾丸の大きさ1．6×2．6cmのヒ

トにおける精嚢腺のLDH活性（Photo．13）と47才

で睾丸の大きさ2．3×4．Ocmのヒトにおける精嚢腺の

LDH活性（Photo．14）と比較すると，明らかに後者

のほうの活性が強く，Table 8に示す．ごとく聖丸の大

きさと精嚢腺上皮のLDH活性とは相関関係があるこ

とが認められた．

 9）ヒトおよびモルモヅトの精嚢腺におけるA2P

活性およびAcP活性

 ヒトおよびモルモットの精嚢腺をBurstQne氏法に

よってA£PおよびAcPの組織染色を行ない， LDH

の組織所見と比較検討した．ヒトの精嚢腺めLDH活

性は上皮細胞に強い活性が見られたが（Ph6to．14），

A旦Pは上皮下間質に強い活性が見られ（Photo，17），

AcPは上皮細胞で遠位部ほど強い活性が見られる
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Photo．1成熟モルモットの精嚢腺のLDH活性

 （以下すべて精嚢腺で，倍率は10×10）

Photo．2未熟モルモットのLDH活性

Photo，3未熟モルモッ

 投与のLDH活性

トにTPlmg×2週間 Photo．4未熟モルモットにEB l mg×2週間

 投与のLDH活性

Photo．5成熟モルモッ

 投与のLDH活性

灘
 蓼

欝
欝’

鵜

麟

獲

トにTPlmg×1週間

鳳”

欝

1爵

Photo．6 成熟モルモットにEB l mg×2週間

 投与のLDH活性
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Photo．7 成熟モルモット，去勢後3週間目の

 LDH活性

醗

  暫

幽』、

噸

Photo．8 成熟モルモット，去勢後3ヵ月目の

 LDH活性

Photo．9去勢，成熟モルモットにEB l mg×2

 週間投与のLDH活性

Photo．10去勢，成熟モルモッ

 週間投与のLDH活性

翻曜謎

籔

トに TPlmg×1

Photo．11未熟モルモヅト，去勢後3カ月目の

 LDH活性

・繍畿

Photo，12 去勢，未熟モルモッ

 週間投与のLDH活性

“護

卜｝こEBlmg×2
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Photo．13 ヒト（70才）のLDH活性 Photo．14 ヒト（47才）のLDH活性

譲

灘

繋
    ミ

響鍵、
   轟こ⊃

諏

t tt t

．’ttt”W一．．．．．，，．1．．．y，．．

  ／、聴
   ン凄
 マしぐ二搬、㍉
 曳：丸．レ ．》．

Photo．15成熟モルモットのA尼P活性

濁

Photo． 16

罎

           L’5．Y・ttue．x．：？．f

成熟モルモットのAcP活性

Photo．17 ヒト（47才）のAaP活性 Photo．18 ヒト（47才）のAcP活性
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（Photo．18）．一方，モルモットの精嚢腺のLDH活

性はヒトと同様に上皮細胞全体に強い活性が見られた

が（Photo．／）， A2PおよびAcPは上皮細泡の遠位

辺縁部に強い活性が見られる（Photo 15，16）．

考 按

 精嚢腺がandrogen activityの変化に伴い，

敏感に反応することは周知の事実であり，種々

の報告がなされている．その中で重量の変化は

最も簡単に測定ができるので，生物学的andro－

gen活性のひとつの指標とされている． andro－

gen activityの変化に伴う精嚢腺の重量変化を

検索した報告は多く，著者の集め得たものでは

Loeweら（1930）77）， Korenchevskyら（1932）

70・71・72），同（1936）74｝，Deaneslyら（1933）30｝，

Freud（1933）4e），緒方ら（1934）lo2）， Callowら

（1935）21），David『onら（1936）27｝・Mooreら

（1937）93）， Greene ら （1940）46）， Ross ら

（1941）uo｝， Princeら（1944）108｝， Mathiesonら

（1945）88｝，Haysら（1945）47〕， Simpsonら

（1946）121），Mannら（1947）83），落含（1948）1囲，

Rudolphら（1949）111），同（1954）112・113），StaffQrd

ら（1949）122｝，Davisら（！949）26）， Rabinovitch

ら（1951）1091，Porterら（1952）106｝， Awapara

（1952）10），吉田ら（1953）143｝，西村（1954）98），

Chaseら（1957）23｝， Saunders（1958）118），小林

（1958）68｝，茅原（1959）11T）， Andoら（1960）4），

Antliffら（1960）5），定延（1967）116｝， Tuohimaa

ら（1968）131）などによる報告がある．

 重量の変化とともに，細胞学的な変化もおこ

すことが知られている．すなわち，Mooreら
（1936）92’， Prince（1936）’07’， Burkhalt（1942）i6’，

Katshら（1948）6D， Bern（1949）12｝， Wislocki

（1949）135｝，吉田ら （1953）143），Cavazos ら

（！954）22）， Antliff ら （1960）5）， Deane ら

（1960）29），定心（1967）116｝は上皮の高さ，核の

大ぎさ，細胞内構造の変化などを検索し，ま

た，Deane ら （1959）28）， （1960）29）， Kanai

（1962）57）は電顕により，ergastoPlasm， Golgi

vesicule， mitochondrial form， nuclear com－

Plexなどの変化を報告している．

 また，androgen activityの増加により，精嚢

腺は活発な細胞分裂をおこすことが知られてい

る．すなわち，Vossら（1930）133｝，Fleischmann

ら（1938）36｝，同（！939）37｝，Tislowitz（1939）129｝，

Burkhalt（1939）151，同（1942）16）， Cavazosら

（1954）22），’Me！ampy ら （1955）90）， A！！en

（1956）2｝，同（1q58）3｝， Tuochimaaら（1968）31）は

androgen actiVityの増加に伴い，細胞分裂お

よび核分裂の周期が短縮することを報告してい

る．また，活発な核分裂が行なわれれば，燐代

謝の千進が伴うところがら，Fleischmannら

（1952）38・39〕，小林（1958）68），（1962）69），Ando

ら（1960）4）などはP32 uptakeの測定により

精嚢腺の燐代謝がandrogen投与により充進ず

ることを報告している．

 形態学的な変化については，後藤（1948）43・4“｝，

片岡（！954）58・59），石神ら（1956）53・55｝，（1959）56），

宇野（1965）132），森（1957）94），森（1958）95），山本

（1963）137）などが精嚢腺X線造影法によりヒト

の精嚢腺の形態を検索している．すなわち，そ

のX線像が加令により変化し，また，各種の性

腺機能障害患者に形態上の変化が認められると

ころがら，内分泌学的状態のひとつの指標とな

りうるとしている．

 精嚢腺の吸収作用については，高橋（1954）

123・124｝ C八塚（1955）141・142），木口（1957）63・64），

木村ら（1957）65），西垣（1965）99）などが除睾術

により吸収作用が低下し，androgen投与によ

り増加することを報告している．

 精嚢腺の分泌作用については，Moore ら

（1937）93｝，Porterら（1952）106）な．どが除睾術に

より精嚢腺の分泌作用がなくなるとし．ており，

また，Mannら（1946）83），（1948）8マ），（1949）82），

Rudolphら（1949）111），志田ら（1953）119），木

村ら（1957）65｝などは精嚢腺より分泌されるフ

ルクトースの量がandrogen activityの変化に

よって著しく増減することを報告している．

 以上のような細胞分裂，吸収作用および分泌

作用の変化とともに，組織吸収の変化が知られ

ている．すなわち，Rudolphら（1949）111），

同（1954）112），Porterら（1952）106）， Leveyら

（1955）76｝などは除睾術により精嚢腺組織の酸素

消費量が低下し，androgen投与により精嚢腺

組織の酸素消費量が増加することを報告してい
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Table 9去勢および去勢後ホルモン剤投与による精嚢腺の酵素学的影響
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去勢による影響 に

去勢後androgen投与．

@よ る 影 響

去勢後estfogen投与に よ る 影 響

A£P

OAtkinson9） （mouse）

ODempsey3‘） （rat）

xPorteriO6｝ （rat）

OMelampyge） （rat）

OBerni3） ’ imouse）
E2Berni4） （rat）

 Bern Cffuinea pi

 Bern （rabbit）

t

J

・

・

L

L

（guinea pig） ／

・

AcP

xStaffordi22） （rat） “

xPorteriO5） （rat） ；

OMelarnpyge） （rat） ！

9Berni4） （rat） s

 Bern （guinea pig） S’

SDH
xDavis26＞ （rat）

9Telkkai27） （rat）

」

，

Cytochrome oxidase 1 x Davis26） （rat） ／

OAtkinson （mouse） T

ODempsey （rat） t

xPorter （rat） t
OMelarnpy （rat） t

OBern （mouse）
9．Bern （rat）

 Bern （guinea pig）

 Bern （rabbit）

t

e
t

一

xStafford （rat）

〉くPorter （rat）

OMelampy （rat）

t

t

t

9．Bern （rat） T

 Bern （guinea pig） 」

｝くDavis（rat）

9Teikka （rat）

t

T

xDavis （rat） t

Aspartic transaminase 1 x AwaparaiO） （rat） J L xAwapara （rat） ・

Alanine transaminase 1 x AwaparaiO） （rat）
」 ’ P xAwapara （rat） t

G6P xRudolphii‘） （rat） ．

6PG xRudolphii‘） （rat） 刊

LDH
○自験例（guinea pig）↓

’xRudolph （rat） t

xRudolph （rat） T

xGobdfriend‘i） （rat）＊ t

O自験例（guinea pig）↑ ○自験例（gulnea pig）↓

○印は組織学的検索による． ×印は生化学的検索による．

↓ 低下．↑ 増加．→ 著変なし． ※印は去勢動物にandrOgenを投与．

る．

 一方，androgen activityに伴う精嚢腺の酵

素学的変化については，1948年，Atkinson9）が

組織化学的に精嚢腺のA肥が除睾術により低

下し，androgen投与により回復することを示

した．それ以後のホルモン環境の変化に伴う精

嚢腺の酵素学的検索を行なった報告で著老の集

めえたものをまとめるとTable 9のごとくに

なる．

 除睾術による精嚢腺の酵素活性の変動をみる

と，A2Pg・13・14・34・90・106｝， AcP14・90・1。6・122）， SDH26・

i27） C cytochrome oxidase26）・， aspartic trans－

arninaseio｝， alanine transamina～e1ωにおレ、て

酵素活性の低下が見られ，著者のLDHでの検

索結果と一致している．しかし，91ucose－6一

phosphate dehydrogenase（以下G6Pと略す）

および6－phosphogluconate dehydrogenase（以

下6PGと略す）についてRudolphi19）は．生化学

的検索を行ない，除睾術3週後の．烽ﾌセも対照

群と比べてほとんど変化が認められなかったと

している．また，除睾術後にandrogenを投与

した報告についてみると，A£P9・34・90・106）， AcP

9。・106・122｝ CG6Pn4），6PG1エ4）， SDH26・127｝， cyto－

chrome oxidase26）， aspartic transarninase，iO）

alanine transaminaselo）のすべての報告に．おい

て酵素活性の増加が認められている．精嚢腺の

LDH活性について，除睾術による影響および

除睾術後androgen投与による影響を報告した

ものは自験例のみであるが，Goodfriendら41）

はKaplan＆Cahnの方法による生化学的検索
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を行ない，未熟ラットにandrogenを投与する

と，精嚢腺のLDH活性が増加したと報告して

いる．しかし，酵素活性の検索には組織学的検

索法と生化学的検索法があり，Table 9におい

て組織学的検索法によるものには○印，生化学

的検索法によるものには×印で示した．生化学

的検索法による結果は数値で示されるために，

精嚢腺全体または単位重量に対する酵素活性値

は組織学的検索の結果より明確に示される長所

がある．しかし，精嚢腺のいかなる部位に，い

かなる状態で酵素活性があり，ホルモン環境の

変化によってその活性がいかなる状態で変化す

るかを明らかにするためには組織学的検索によ

らねばならない．しかし，A2P， AcPおよび

SDHについての組織酵素学的検索はなされて

いるが，LDHについての報告はみられない．

 以上がandrogen activityの変化に伴う精嚢

腺の重量，形態，分泌作用，吸収作用，代謝お

よび酵素学的変化の文献的考察であるが，著者

はモルモヅトを用いて，種々のホルモン条件下

における精嚢腺のLDHの組織酵素学的検索を

行なった．その結果，成熟モルモットの精嚢腺

のLDHは腺上皮に強い活性が認められた．そ

して，その活性は未熟モルモットでは低いが，

加令とともに，ほぼ睾：丸の大きさに比例して増

加することを認めた．また，未熟モルモットに

TP筋注を行なった群は非投与群に比べて精嚢

腺上皮のLDH活性の著しい増加がみられた．

一方，成熟モルモヅトに除睾術を行なうと精嚢

腺上皮のLDH活性が低下するが， TP筋注に

よりLDH活性の回復がみられた．この結果よ

り，精嚢腺上皮のLDH活性はandrogen ac－

tivityと相関関係があると考えられる．そし

て，今までに報告されているA2P， AcP， SDH，

cytochrome oxidase， aspartic transaminase，

alanine transarninaseの結果と像ぽ一致して

いる．また，著者はヒトの精嚢腺においても睾

丸の開き・さと精嚢腺上皮のLDH活性との問に

相関関係を認めた．

 また，著者はモルモットにおける精嚢腺の

LDHに対する estrogenの影響を検索した．

そして，EB筋注により，未熟，成熟，去勢の

すべての群において精嚢腺上皮のLDH活性が

非投与群に比べて明らかな低下を認めた．この

ようにestrogenにより精嚢腺のLDH活性が

低下する原因として2つのことが考えられる．

原因のひとつとしてestrogenによる中枢作用

が考えられる．すなわち，estrogenを雄性動物

に投与すれば，gonadotropinの分泌が抑制さ

れて，睾丸の萎縮をきたすことが知られてい

る48・66・67・91・120）．そのためにandrogen actlvlty

の低下をき’たし，精嚢腺のLDH活性が低下す

ることが考えられる．もうひとつの原因とし

て，去勢モルモットにおいてもEB筋注により

精嚢腺上皮のLDH活性が著しく低下したこと

により，estrogenそのものの精嚢腺に対する影

響が考えられる．estrogenの精嚢腺に対する影

響については以下のことが知られている．すな

わち，除睾術を行なった動物にestrogenを投

与すれば，精嚢腺の上皮細胞が破壊されるが，

筋層は増殖することが報告されており24・73・128》，

また，androgenとともに適量のestrogenを投

与すれば，androgen単独投与よりも著明な重

量の増加をきたすことが知られている26・118・119）．

一方，酵素学的にはBernら14）が去勢動物の精

嚢腺における estrogenの影響を検索してい

る．かれらは動物により，また酵素によって

estrogenの精嚢腺に対する反応がかなり異なっ

ていることを報告している．すなわち，A2P活

性については，ラヅトとウサギでは除睾術後に

estrogenを投与しても，投与前と比べてほとん

ど変化しないが，モルモットとマウスでは除睾

術により低下した活性がestrogen投与により

かなり回復したとしている．また，AcP活性

については，ラヅトでは除聖術により低下した

活性がestrogen投与によりやや回復を示す

が，モルモヅトでは除睾術により低下したAcP

活性がestrogen投与によりさらに低下したと

報告している．一方，著老がモルモットの精嚢

腺において検索したLDHについては，除睾術

により低下した活性がestrogen投与によりさ

らに低下した．このようにestrogenに対する

精嚢腺の酵素学的な反応が酵素により，また動

物により異なっていることは興味あることであ
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る．．

 著者はNachlas氏法によりモルモットと’ヒト

の精嚢腺におけるLDHの組織染色を行ない，

腺上皮に強い活性があることを認めたが，さら

にBurnstone氏法によるAaP， AcPの組織染

色を行なって，LDHの組織像と比較検討を行

なった．その結果，ヒトの精嚢腺のA2P活性

は上皮下間質に強い活性がみられるが（Photo．

17），モルモットの精嚢腺のAEP活性は腺上皮

遠位辺縁部に強い活性がみられる（Photo．15），

また，モルモットおよびヒトのAcPは腺上皮

に強い活性がみられるが，遠位辺縁ほどその活

性が強い．また，モルモットの精嚢腺のAcP

活性はヒトのそれに比べてより遠位辺縁部に集

中している（Photo．ユ6，18）．

 諸家の報告に見られる各動物の精嚢腺におけ

る酵素活性分布は次のごとくである．すなわ

ち，Gomori氏法により染色されたA£Pの報

告例をみると，ラットではMelampyらgo．），

Bernら12・13・14）， Dempseyら34）が上皮下問質に

活性が強いとし，マウス12・13｝でも同様の報告が

されているが，モルモヅトおよびウサギでは

Bemら12・14）が腺上皮全体に強い活性があると

報告し，シカではWislocki13s）が腺上皮近位部

と上皮下間質に活性が認められたとしている．

AcPについては， Melampyら90）， Bernら14）

がGomori氏法によりラットの精嚢腺で検索を

行ない，腺上皮に強い活性があると報告してい

る．また，SDHについては， Telkkaら127）がラ

ヅトの精嚢腺で染色を行ない，腺上皮全体に強

い活性があると報告しており，著者がヒトおよ

びモルモットの精嚢腺において染色したLDH

の組織像と非常に類似している．すなわち，精

嚢腺の酵素分布は各酵素により，また，各動物

により異なっていることを示した．

 著者は，今までに報告された精嚢腺の酵素学

的検索の結果と，著者がモルモットおよびヒト

で行なった酵素学的検索の結果について検討を

行ない，ホルモン環境の変化に伴う精嚢腺の酵

素学的変動が動物により，酵素により異なって

おり，組織学的にも精嚢腺の酵素活性分布が動

物により，酵素により異なっていることを示し
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た．このことは精嚢腺の生理作用を解明するひ

とつの手がかりを与えるものと考える1すなわ

ち，動物により精嚢腺の形態52），分泌物質81）が

異なっていることが報告されているが，さらに

種々の方向から分泌作用，吸収作用，代謝など

の検索を行ない，また，ホルモン環境の変化に

伴う酵素活性の変動が動物により異なる事実，

および酵素活性部位が動物により異なる事実な

どを総合的に検討することによって精嚢腺の生

理作用も解明するひとつの方法が与えられるも

のと考える．

 Berni2｝はA2P活性が動物により，また，

副性器の臓器により異なっていることに注目

し，モルモヅトおよびウサギの精嚢腺のごとく

上皮に活性が強いものはA2Pの分泌作用があ

り，ラット，マウス，ハムスタ…の精嚢腺のご

とく上皮下間質にA2P活性があるものはフル

クトース，クエソ酸などの分泌作用があると推

定し，種々の検討を加えたが，明確な関係を見

つけ得なかったとしている．

 しかし，著者がヒトの精嚢腺で染色した

LDH， A2P， AcP の組織所見を検討してみる

と，A£Pは上皮下間質に強い活性が認められ，

LDHとAcPは上皮に強い活性が認められる．

一方，石部50）がヒトの精液中の酵素を検索し，

精液中のLDHとAcPはandrogen投与によ
り活性が増加するが，精液中のA£Pはandro－

genを投与しても変化しないと報告している．

以上の事実よりヒトにおいては次のことが考え

られる．すなわち，精嚢腺上皮に活性がある

LDHおよびAcPは精嚢腺からも分泌されて

いるためにandrogen activityに伴って精液中

の活性が変動するが，精嚢腺の上皮下間質に活

性があるAEPはフルクトースの分泌作用に関

係し，精嚢腺から精液中にはA2Pが分泌され

ず，したがってandrogen投与によっても精液

中のAEPが変動しないと推定される．しか

し，このことについては睾丸あるいは他の副性

器の酵素についての検索と考えあわせる必要が

ある．

 最後に，著者がモルモットおよびヒトにおい

て組織染色を行なったLDH， A2PおよびAcP
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について現在までに知られている生理学的意義

について述べる．

 AcPについては， de Duveら7・8・31・32・33）は生

化学的研究において糸粒体やミクPゾームとも

異なる特殊な分画に存在し，これは電子顕微鏡

的にも一層の限界膜に包まれた特殊穎粒である

ことを明らかにし，これにライソゾームという

名を与えた．さらにこれが肝細胞ではいわゆる

peribiliary dense bodyと同一のものであるこ

とが確認され，（Novikoff）100・101），以来AcPは

ライソゾームのmakerとして注目をあび，ラ

イソゾームa．機能として細胞内に由来する異物

の細胞内での処理に本酵素が関連あると解釈さ

れている125）．

 精液中のAcPはフォスフォコリンを射精時

に急速に脱リン酸し，遊離のコリンとオルソリ

ン酸を生ずる作用がある81｝．Kutscherら75），

Abul－Fadl ら1）， Tsuboi ら130）， Gorini42｝，

山下138・139・14ωによれぽ，金属イオン，酒石酸，

フルクトA一スなどの影響によりその作用が促進

あるいは阻害されるという．

 A2Pに関しては，小腸上皮の絨毛，腎上皮

の刷毛縁，あるいは各臓器の毛細血管などのよ

うに，物質の吸収，透過の盛んな部位に強い活

性があり，細胞膜のactive transportに関与し

ているとされている125｝．

 1948年，Mannら84）は付属性腺組織をグルコ

ースとともに温浴しておくとフルクト・・一・スが生

ずることを発見し，これらの組織はグルコース

をフルクトースに変える完全な酵素系をもって

いることを示した．さらにParrらlo5）はpH

9．4のときに遊離フルクトースが最：高になるこ

とを示し，以後，A2Pは血液中のグルコース

をフルクトースに変えるさいに重要な酵素とさ

れている81｝．

         Glucose
          tT
      GIucose－6－phosl・hate
          JT

     Fructose－6－phosphate
          ／
       free Fructose

       （Parr＆Warrenio5｝より引用）

 LDHは解糖作用あるいはTCAサイクルと

関連し，きわめて重要な酵素で，次のごとく還

元型助酵素であるDPNの存在下で乳酸を脱水

素的にピルビン酸へと可逆的に酸化する．

  CH CH  l        l
  C＝O十NADH十H＋？CHOH十NAD＋
  i        l

  COOH COOH
 この酵素にかんする研究は1919年にMeyer－

hofが骨格筋内で乳酸が酸化されるさいに，これ

に助酵素が関与していると暗示U．たことに始ま

りその臓器分布は広く，Wr6blewski（ユ955）136）

によれば腎臓，心筋，骨格筋，脾臓，肝臓，腸

の順に減少する126）．また，悪性腫瘍にLDH活

性が強いが，それ自身に特有な変化でなく，急

速な発育，代謝の場合に活性が増強すると解さ

れている35）．

 以上，モルモヅトとヒトの精嚢腺における

LDHの組織酵素学的検索およびLDHの組織

所見とA2P， AcPの組織所見の比較検討を行

なうとともに文献的考察を加えた．精嚢腺は

androgenのtarget organとして重量，形態，

分膨作用，吸収作用，燐代謝，組織呼吸などの

変化をき・たすことが報告されているが，モルモ

ットにおいてandrogen activityと精嚢腺上皮

のLDH活性が相関関係を有することを認め，

また，その反応が現在までに報告されている他

の酵素の反応とほぼ一致していることから，精

嚢腺のandrogenに対するtarget organとし

ての作用が酵素学的にもほぼ満たされると考え

られる．また，ヒトの精嚢腺においても睾丸の

大ぎさと精嚢腺上皮のLDH活性の間に相関関

係が認められたことにより，ヒトにおいても同

様に満たされると推定される．また，ヒトおよ

びモルモットの精嚢腺においてandroge且ac－

tivityの変化に伴うLDH活性の変動が腺上皮

にみられ，A2P， AcPの活性部位が腺上皮また

は上皮下間質に認められることにより，これら

酵素を介しての生理作用はおもに腺上皮で行な

われていると推定される．

 一方，estrogen投与により，未熟，去勢，成

熟のすべての群において精嚢腺上皮のLDH活

性の著しい低下が認められたことより，estro－

genはその中枢作用のほかに酵素学的にも精

嚢腺に対し直接作用があると考えられ，LDH
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活性に関してはandrogenと拮抗的な作用を認

めた．

 さて，精液中のある種の酵素活性は精子活動

に重要な役割をしているとされ，精液の状態を

判定するひとつの指標とする試みがなされてい

るが，精液中の酵素と精嚢腺の酵素の関係につ

いてはほとんど知られていない．著者はヒトの

精嚢腺における組織学的検索を行ない，LDH，

AcPのように精嚢腺上皮に活性が強い酵素は

精嚢腺から精液中への分泌作用があり，andro・

gen activityの変化に伴って精液中の酵素活性

が変動するが，A2Pのように腺上皮そのもの

にはほとんど活性がみられない酵素は精嚢腺よ

り精液中にはその酵素が分泌されず，したがっ

てandrogen投与によっても精液中の酵素活性

は変動しないと推定した．しかし，精嚢腺の酵

素と精液中の酵素との関係，精嚢腺の酵素の精

子活動に対する影響などについて今後検索すべ

き多くの点が残されていると考えられる．例え

ば，種々の酵素について精嚢腺の酵素分布，．精

嚢腺分泌物中の酵素活性，ホルモン環境の変化

に伴う精嚢腺およびその分泌物中の酵素活性の

変動，睾丸あるいは他の副性器の酵素と精嚢腺

の酵素との比較などの検索は精嚢腺の生理作用

を酵素学的な方向から解明するひとつの方法で

あると考える．

結 語

 モルモヅトを用いて，加令に伴う精嚢腺の

LDH活性の変動を組織学的に検索し，また，

未熟，成熟の2群にわかち，それぞれについて

精嚢腺のLDH活性の各種ホルモン剤投与によ

る影響，去勢による影響，去勢後の各種ホルモ

ン剤投与による影響などを組織学的に検索し

た．また，若干名のヒトにおいて精嚢腺のLDH

活性の組織学的検索を行ない，年令および睾：丸

の大ささとの二二を検索した．さらに，モルモ

ットとヒトの精嚢腺におけるA2PおよびAcP

の組織学的検索を行ない，LDHの組織学所見

と比較検討を行なった．

 1）モルモヅトの精嚢腺・のLDH活性は腺上

皮に強い活性が認められる．
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 2）成熟モルモヅトに比べて，未熟モルモヅ

トの精嚢腺上皮のLDH活性は弱いが，思春期

とみなされる睾丸の発育期にほぼ一致して腺上

皮のLDH活性が増加する．

 3）去勢により成熟モルモットの精嚢腺上皮

のLDH活性が低下し，未熟モルモットでは去

勢時の状態と変らず，加令に伴うLDH活性の

増加はみられない．

 4）TP筋注により，未熟モルモットの精嚢

腺のLDH活性が増加し，去勢により低下した

LDH活性が回復する．

 5）EB筋注により，未熟，成熟，去勢モル

モットの精嚢腺のLDH活性が低下する．

 6）筋層のLDH活性は種々のホルモン条件

下においても有意の差は認められなかワた．

 7）ヒトの精嚢腺のLDH活性はモルモット

と同様に腺上皮に強い活性がみられ，睾：丸の大

き’さと相関関係を認めた．

 8）ヒトとモルモットにおけるLDH活性の

組織像は類似しているが，AEPおよびAcPの

組織像に差異がみられた．

 （本稿の要旨は1968年11月3日，第19回日本泌尿器

科学会中部連合地方会において発表した．）

 恩師石神嚢次教授のご指導，ご校閲を感謝いたしま

す．また，教室員および組織化学染色にご協力いただ

いた本学第一病理学教室のかたがたにも感謝いたしま

す．
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